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を与えていますか。

──『ムーンライト』を制作する際、どのようにして感情

の流れを作っていったのでしょうか。

──作られた映像と、実際にできあがった作品とでは、

どの程度ギャップがありましたか。

──即興でインタビューをする形式は、上演回数を重

ねるごとに内容が変わりそうですね。村川さん自身が

舞台に上がってインタビューをするという形式は初め

てですか。

──それでは2018年の『ムーンライト』初演から現在に

至るまでのお話を伺います。

どのような経緯で出会ったのですか。

－

──林さんとは具体的にどのような関係で作品を作っ

ていったのでしょうか。

──テキストを通して反響を受け取ることも、村川さん

にとっては、作品をつくる一連の行為であるということ

ですね。これまでつくってきた中で、印象に残っている

反響はありますか。

※2

──お二人から頂いた反響は、村川さんの作品に影響

──今回は二つの期間に分けて話を聞かせてください。

ひとつ目は前回、私がBlog Camp in F/Tの参加者とし

てインタビューさせていただいた※12012年から『ムーン

ライト』初演（18年）までの間とし、村川さんの中で印象

に残っていること、どのような経緯で『ムーンライト』制

作に至ったのかをお聞きします。二つ目は『ムーンライト』

初演から今回のF/T参加までの間で、主に再演について

お話を伺います。まずは12年以降、印象に残っている出

来事や、思考の変化などがあれば教えてください。

──特に『ムーンライト』を人に見て欲しいと思った理

由はありますか。

──これまで村川さんの作品を観てきた方々から『ムー

ンライト』を観た感想はありましたか。

──反響については意識されているのですか。

──この作品では、演劇研究者で翻訳者の林立騎さん

がドラマトゥルクとして参加されていますが、林さんとは

――

──2020年2月は上演の判断が難しい時期でしたが、

その後はほぼ全ての演劇が延期、もしくは中止になり

ました。村川さんは2020年3月以降どのように過ごさ

れていたのですか。

──2020年8月以降、東京での再演に向けてどのよう

な活動をされているのですか。　

──今回のF/Tでは再演という形になりますが、初演

から大きく変わるのでしょうか。

──『ムーンライト』再演が観客にどう捉えられるか、

イメージされていることはありますか。

──それでは最後に今後の活動について伺います。


